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真壁の家を建てよう

く
り
や
ま
・
ひ
ろ
こ

一
級
建
築
士

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

監
事

Ｗ
ｉ
ｎ
建
築
設
計
事
務
所 

主
宰

第
百
八
十
六
回

栗
山　

裕
子

今
、
木
造
建
築
が
熱
い
。
日
本
で
は
、
森
林
に

蓄
積
し
て
い
る
木
材
用
材
の
利
用
を
進
め
る
べ
く
、

国
を
挙
げ
て
の
利
用
推
進
の
方
策
が
と
ら
れ
、
公

共
建
築
の
木
材
利
用
の
義
務
化
や
そ
れ
に
伴
う

様
々
な
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
。
新
し
い
工
法
や

デ
ザ
イ
ン
の
提
案
も
盛
ん
で
あ
る
。
住
宅
も
後
押

し
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
産
材
利
用
が
推
進
さ
れ
て
、

木
造
に
関
わ
る
建
築
仲
間
も
増
え
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
住
宅
関
連
の
書
籍
に
は
、「
自
然
派
の
家
」

「
木
の
香
り
に
包
ま
れ
る
部
屋
づ
く
り
」等
の
タ
イ

ト
ル
で
お
し
ゃ
れ
な
写
真
が
満
載
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、天
井
も
床
も
板
張
り
で
、壁

は
・
・
、
こ
れ
は
ボ
ー
ド
に
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
か

薄
塗
り
の
土
壁
風
で
、
柱
は
見
え
な
い
。
空
間
の

面
白
さ
や
外
光
の
素
敵
な
取
り
込
み
方
等
様
々
に

考
慮
は
さ
れ
て
い
て
も
、
古
民
家
や
町
家
の
改
修

な
ど
の
ペ
ー
ジ
が
出
て
く
る
と
、
な
ん
だ
か
ホ
ッ

と
す
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
。

家
屋
に
関
し
て
い
え
ば
、
元
々
日
本
は
木
造
が

基
本
、
柱
あ
り
き
の
建
物
で
あ
る
。
面
で
構
成
さ

れ
た
壁
は
２
次
的
な
物
で
あ
っ
て
、
地
域
に
よ
っ

て
は
、
柱
と
柱
の
間
は
建
具
だ
け
で
も
、
開
け
放

し
で
も
、
住
居
と
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
。
垂
直

に
立
つ
柱
に
力
強
く
、
あ
る
い
は
軽
や
か
に
梁
や

桁
が
直
行
す
る
一
定
の
リ
ズ
ム
の
上
に
、
斜
め
や

円
弧
な
ど
の
異
な
る
形
状
を
織
り
な
し
て
で
き
る
、

奥
深
い
空
間
。
構
造
材
で
あ
る
柱
も
、
多
様
な
材

や
形
状
が
あ
り
、
天
井
や
壁
も
場
所
や
用
途
に
合

わ
せ
た
表
情
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

に
は
無
限
の
デ
ザ
イ
ン
が
広
が
る
。
一
つ
一
つ
の

素
材
は
個
性
豊
か
で
あ
る
の
に
、
静
か
で
落
ち
着

い
た
空
間
と
な
る
。

民
家
で
は
、
欅
や
栗
の
素
朴
で
力
強
い
柱
に
欅

や
松
の
野
太
い
梁
が
架
か
り
、
そ
れ
だ
け
で
そ
の

建
物
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
町

家
や
一
般
の
住
宅
、
数
寄
屋
の
建
物
な
ど
は
、
桧

や
杉
を
そ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
加
工
し
、
土
壁
や

建
具
と
溶
け
合
っ
て
そ
の
建
物
の
大
き
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
建
築
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
日

本
の
林
業
は
こ
れ
ま
で
、
柱
材
を
主
材
に
育
林
し

て
来
た
。
そ
の
土
地
に
あ
っ
た
や
り
方
で
桧
や
杉

の
樹
種
を
厳
選
し
、
改
良
し
、
使
い
易
く
、
美
し

く
仕
上
げ
る
技
術
は
、
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
京
都
は
、
北
山
杉
と

い
う
独
特
の
素
材
産
地
を
持
つ
、
恵
ま
れ
た
土
地

柄
で
あ
る
。

大
量
に
国
産
材
を
使
う
事
で
、
山
の
再
生
に
つ

な
が
り
林
業
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ひ
い

て
は
二
酸
化
炭
素
の
大
き
な
吸
収
源
で
あ
る
森
林

を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
片
方
で
は
、
地
域
が
育
ん
で
き

た
特
色
あ
る
木
材
を
、
そ
の
木
材
の
特
性
を
十
分

に
生
か
し
て
使
っ
て
い
く
こ
と
が
、
身
近
な
山
を

応
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
育
っ
て
来
た
木

造
建
築
文
化
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

素
材
を
見
せ
て
使
わ
れ
た
建
物
の
本
当
の
良
さ

は
少
な
く
と
も
十
年
は
経
た
な
い
と
出
て
こ
な
い
。

年
を
経
る
ご
と
に
落
ち
着
き
、
内
か
ら
出
て
く
る

木
材
の
照
り
は
他
の
素
材
で
は
到
底
及
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
。
時
間
の
経
過
を
美
し
さ
に
変
え
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
木
材
の
良
さ
は
、
身
近
に
現
存

す
る
町
家
や
民
家
、
数
寄
屋
の
建
物
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。年
月
を
経
た
杉
の
面
皮
柱
、桧
や

栂
の
柾
目
の
美
し
さ
、
節
が
処
々
に
あ
っ
て
も
色

付
け
さ
れ
馴
染
ん
だ
杉
の
柔
ら
か
さ
と
、
そ
れ
に

似
合
っ
た
土
壁
や
時
代
の
特
徴
を
残
す
建
具
。
時

を
か
け
て
洗
練
さ
れ
て
き
た
美
意
識
が
今
あ
る
建

物
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
木
の
国
の
文

化
そ
の
も
の
で
あ
る
。

真
壁
の
家
を
造
っ
て
行
こ
う
。

内
部
に
柱
を
見
せ
た
真
壁
で
納
め
て
も
、
建
物

の
性
能
を
上
げ
て
い
く
事
は
十
分
に
で
き
る
。
確

か
に
真
壁
は
、
柱
の
素
材
、
寸
法
、
面
の
取
り
方
、

壁
チ
リ
の
寸
法
や
梁
と
の
取
り
合
い
な
ど
細
心
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
大
工
の
技
量
も
問
わ
れ
る
。

で
も
そ
れ
が
、
木
造
建
築
の
技
能
を
繋
い
で
い
く

事
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

「
形
あ
る
も
の
に
は
文
化
が
宿
る
」

建
築
に
関
わ
る
私
た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
の
木

造
文
化
を
残
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？真壁で多様な樹種を使っていても、静謐な空間を作ることができる
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「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFを
ご覧いただけます。
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I n f o r m a t i o n

令和４年度 青年部会通常総会
青年部会

●日　時　5月20日（金）
　　　　　午後6時～7時30分　総会
　　　　　午後7時30分～9時　懇親会
　参加費／�6,000円（メニュー変更が予

定されており、若干の変更が
ある可能性があります。）

　※�会場の都合もあり、総会のみの参加
であっても参加費は必要となります。

　※�５月13日以降のキャンセルについて
は後日請求いたします。

　※�新型コロナウイルスの流行状況によ
ってはWebのみの開催とする可能性
があります。

●会　場　がんこ二条苑
●申込締切　4月15日（金）　
●総会次第
　1.　開会　　　　　1.　部長挨拶
　1.　会長挨拶　　　1.　議事
　1.　閉会
●議事内容
　１　令和３年度事業報告承認の件
　２　令和３年度収支決算報告承認の件
　３　令和４年度役員（案）承認の件
　４　令和４年度事業計画（案）承認の件
　５　令和４年度予算（案）承認の件

京都だより掲載
北野かいわい街歩き

広報編集委員会
●ＣＰＤ　申請中
●日　時　5月21日（土）午後1時～3時
●集　合　七本松一条（下の森）
●見学先　七本松一条（下の森）→
　　　　　北野天満宮→上七軒かいわい
　　　　　→上七軒歌舞練場→現地解散
●講　師　京都美術工芸大学 
　　　　　井上年和 先生
●参加費　会員／2,500円
　　　　　一般／3,500円
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●申込締切　5月8日（日）
●内　容
　�令和３年度より「京都だより」の新規

特集として「京都花街の都市史・建築
史」を井上年和先生のご執筆で掲載し
ています。京都市内に現在も存在する
花街と花街に関連する文化は、京都の
都市空間や、年中行事、伝統産業など、
京都のまち全体に幅広く関わりを持つ
存在です。

　�北野天満宮・上七軒周辺のまち歩きを
行います。

令和４年度 女性部会全員会議
女性部会

●日　時　5月28日（土）
　　　　　午後1時30分～2時30分
●会　場　大江能楽堂
●定　員　大江能楽堂　　15名
　　　　　リモート聴講　制限なし
●申込締切　定員になり次第締切
●内　容
　令和３年度事業報告・決算報告
　令和４年度役員（案）
　令和４年度事業計画（案）・
　　　　　　予算（案）の承認

大江能楽堂見学会
女性部会

●ＣＰＤ　2単位
●日　時　5月28日（土）
　　　　　午後2時30分～4時
●集　合　午後2時30分　大江能楽堂　	
●講　師　大江能楽堂 学芸員
●参加費　会員／2,750円　
　　　　　一般／3,300円
　　　　　学生／2,200円
　※�チケット購入サイトから、必要事項

をご入力いただき購入してください。
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●内　容
　�身近にありながら、触れる機会の少な

い日本の伝統芸能。今回女性部会では、
京都建設会館に隣接する大江能楽堂に
て見学会を企画しました。

　�まず、能楽堂と能についてお話を伺い、
謡や能面などの体験を行います。そし
て最後に、能楽師が紋付袴姿にて舞う

「仕舞」を上演していただきます。
　※体験は人数に制限があります。

＜事業に参加される方へ＞
新型コロナ感染予防のために

・�感染拡大の状況により事業を中止または
内容を変更することがあります。

・�参加される際は必ずマスクを着用してく
ださい。（熱中症などの対策が必要な場
合を除きます。）

・�37.5℃以上の発熱や咳、くしゃみ等の症
状のある方は参加できません。

・�事業実施中は係員の指示に従い、手指
の消毒や手洗い、対人距離の確保（推奨
２ｍ、最小1ｍ）など、基本的な感染対策
にご協力ください。

・�係員の指示に従わない場合は、参加を
お断りする事があります。

・�感染拡大防止のため、連絡先の登録や
接触確認アプリのインストールにご協力
をお願いします。

1Fri 一級・二級・木造建築士試験申込受付
（インターネットによる受付のみ）
（4/1 ～ 4/14）

9Mon 常任理事会

4Mon 常任理事会

23Mon 支部長会議・理事会

20Fri 青年部会総会

April4

May5

2Sat 第1回　関西若手建築家の実例から学ぶ

9Sat
集合住宅の長期マネジメント計画
意見交換会

16Sat
徳島・鳴門・淡路の建築を巡る旅

（令和3年度国内研修旅行 4/16 ～ 4/17）

28Sat
女性部会全員会議
大江能楽堂見学会

5 4

21Sat 北野かいわい街歩き

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。

（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857 �FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込
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試　験　日

一級：学科試験／　７月２４日（日）
　　　製図試験／１０月　９日（日）

二級：学科試験／　７月　３日（日）
　　　製図試験／　９月１１日（日）

木造：学科試験／　７月２４日（日）
　　　製図試験／１０月　９日（日）

※�詳細は、建築技術教育普及センターの
ホームページをご覧ください。

　https://www.jaeic.or.jp/

（五十音順）

令和４年
建築士試験案内

インターネットによる受験申込の受付

●期　間：４月　１日（金）～
　　　　　４月１４日（木）

一級・二級・木造建築士試験

（一社）京都府建築士会

令和４・５年度
代議員名簿

学校関係
　大窪　健之
　髙田　光雄
　森重　幸子

民間営繕・その他
　金森　保則
　髙木　伸人
　冨山　育子
　吹上　裕久
　村田　綾子
　村松　徹也
　余谷　和則

官公署関係
　上原　智子
　岡田　圭司
　門川　信一郎
　髙木　勝英

建築士事務所関係
　池内　隆人
　稲端下　恵子
　岩村　眞樹雄
　𩵋谷　繁礼
　江坂　幸典
　衛藤　照夫
　長　　克彦
　熊田　　孝
　黒木　要州

　能戸　謙介
　伏木　道雄
　藤本　佳美
　堀尾　智子
　松本　　匠
　山本　晶三
　山領　　正

　黒木　幹雄
　志村　公夫
　長樂　克博
　椿森　昌史
　遠島　和恵
　冨家　裕久
　内藤　郁子
　中井　美佐子
　西田　教子

建設業関係
　秋山　哲平
　板倉　　昇
　一志　　学
　稲村　　崇
　岡本　章良

　竹内　　明
　林　　佳男
　古谷　とみ子
　山口　益人
　渡邉　えみ

　上仲　秀明
　北川　義明
　木村　紀晃
　後藤　幸秀
　千田　真由美

綾部支部
　北原　章裕
　村上　正一

舞鶴支部
　大滝　雄介
　西井　正志
　矢谷　明也
　山崎　仁志

福知山支部
　柏原　定夫
　立石　一之
　吉田　比呂子

宮津支部
　大村　利和
　山本　哲也
　和田　直之

南丹支部
　鬼塚　勝美
　鈴木　猛史
　永松　　輝
　八木　光也

丹後支部
　岩田　信一
　久保　祐一
　中川　　誠

宇治支部
　桂　　浩子
　河原林　正樹
　力石　教夫
　橋本　光生

京南支部
　倉　　克伊
　吉田　正美

※�受験申込は原則として「インターネットによ
る受付」のみとなりました。

　�なお、インターネットによる受験申込が行え
ない正当な理由がある場合（身体に障がいが
ありインターネットの利用が困難である等）
には、別途受付方法をご案内いたしますので
受付期間に間に合うよう、公益財団法人建築
技術教育普及センター本部までお問合せくだ
さい。
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入会していただくと

（一社）京都府建築士会  会員紹介書 FAX：075-255-6077

入会者を紹介します。

● 会員氏名

● お名前

● 入会申込書送付先
   〒

● 連絡先TEL

※ご紹介いただきました個人情報は、個人情報保護法に基づき適正に管理いたします。

入
会
者

期間：令和4年2月1日〜5月31日

このたび標記期間に入会キャンペーンを実施いたします。

特典のあるこの機会に、是非多くの建築士の方に建築士会への入会をお勧めください。

入会者のご紹介は、下記会員紹介書をご記入いただき事務局までFAXでお送りください。
追って入会申込書を送付致します。

●	毎月会報誌が2冊届きます。《京都だより（京都版）・建築士（全国版）》

●	勉強会・見学会に会員価格で参加できます。

●	委員会・部会・研究会・同好会活動に参加・運営できます。

●	地域まちづくりに関する調査・研究・提案・実践・支援等に参加できます。

●	建築士会CPD（継続能力開発）制度に登録します。

●	（公社）日本建築士会連合会の建築士賠償責任補償制度、工事賠償責任補償制度に加入いただけます。

●	イベントのご案内や行政情報など最新の情報をメールでお届けします。

●	提携専門店での会員割引優待制度があります。

キャンペーン期間中に入会された方には特典として、
入会金（2,000円）が免除されます。

（一社）京都府建築士会

正会員（建築士免許をお持ちの方） 準会員（これから建築士になろうとする方） 賛助会員
入　会　金： 2,000円 入　会　金： 1,500円 入会金不要
会費（月額）： 1,500円
会費（年額）：18,000円

会費（月額）： 1,300円
会費（年額）：15,600円

会費（年額）：一口 36,000円

● 入会金・会費は次のようになっています。

I n f o r m a t i o n

会員厚生委員会
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１ 

京
都
の
路
地

歴
史
的
な
ま
ち
に
は
路
地
が
多
い
。
京
都
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
京
都
市
に
よ
る
２
０
１
１
年
の

調
査
で
、
市
内
に
は
幅
員
４
ｍ
未
満
の「
細
街
路
」

が
約
１
３
０
０
０
箇
所
、
総
延
長
約
９
４
０
㎞
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
だ
け
を
見
て
も
そ

の
量
が
理
解
し
づ
ら
い
が
、
京
都
の
ま
ち
を
少
し

丁
寧
に
歩
け
ば
あ
ち
こ
ち
で
幅
の
狭
い
道
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
住
宅
の
前
面
道
路
の
幅
員
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
京
都
市
内
の
接
道
不
良
の
住

宅
の
割
合
は
特
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
少
し
前

の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
京
都
市
内
で
幅
員
４
ｍ
未

満
の
道
に
の
み
接
す
る
住
宅
の
割
合
は
28
・
９
％
、

全
国
平
均
は
30
・
４
％
、
東
京
都
23
区
は
28
・
３

％
で
あ
る
（
２
０
１
３
年
住
宅
土
地
・
統
計
調
査
）。

一
方
で
、建
築
年
の
古
い
住
宅
に
着
目
す
る
と
、京

都
市
内
の
１
９
５
０
年
以
前
建
築
の
住
宅
の
割
合

は
５
・
２
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
は
３
・
１
％
で

あ
る
。
他
の
政
令
指
定
都
市
を
見
る
と
、
大
阪
市

は
３
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
都
23
区
１
・

０
％
、
横
浜
市
０
・
７
％
な
ど
、
他
都
市
は
全
て

２
％
に
満
た
な
い
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
示
す
各
都
市
の
「
地
震

時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地
」
の
分
布
を

見
る
と
、
他
都
市
で
は
都
心
か
ら
少
し
離
れ
た
周

縁
部
に
位
置
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の

密
集
市
街
地
は
上
京
・
中
京
・
下
京
・
東
山
の
都

心
４
区
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

よ
う
に
、
他
都
市
に
比
べ
て
１
９
５
０
年
以
前
建

築
の
住
宅
す
な
わ
ち
町
家
が
高
い
割
合
で
存
在
す

る
と
と
も
に
、
都
心
部
に
多
く
の
細
街
路
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
京
都
の
特
徴
で
あ
る
。

路
地
の
形
成
の
歴
史
と
し
て
は
、
中
世
ま
で
遡

る
起
源
を
も
つ
「
辻
子
」
や
「
突
抜
」
も
あ
れ
ば
、

長
く
行
わ
れ
て
き
た
街
区
内
の
空
閑
地
を
活
用
し

た
宅
地
開
発
に
伴
う
路
地
、
武
家
地
跡
な
ど
大
規

模
敷
地
の
細
分
化
に
伴
う
道
も
あ
る
。
長
い
都
市

の
歴
史
の
中
で
異
な
る
時
代
に
形
成
さ
れ
た
路
地

が
折
り
重
な
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。

京
都
で
は
昔
か
ら
、
表
通
り
か
ら
内
に
入
っ
て

い
く
狭
い
道
は「
ろ
う
じ
」と
呼
ば
れ
て
き
た
。
行

政
的
に
は
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
を
称
し
て
「
細
街

路
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

厳
密
な
定
義
は
行
わ
ず
狭
い
道
を
指
す
一
般
的
な

言
葉
と
し
て
「
路
地
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。

２ 

路
地
の
肯
定
的
な
評
価

路
地
は
緊
急
車
両
が
進
入
で
き
な
い
、
木
造
家

屋
の
密
集
に
よ
り
延
焼
の
危
険
性
が
高
い
、
袋
路

は
二
方
向
避
難
が
で
き
な
い
な
ど
、
防
災
安
全
面

で
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
で
、
路
地
の
魅

力
に
つ
い
て
も
様
々
な
言
説
が
存
在
す
る
。
路
地

に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
を
既
往
の
文
献
か
ら
整

理
す
る
と
、都
市
環
境
、生
活
空
間
、経
済
面
、歴

史
・
文
化
性
の
４
つ
の
観
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

歩
行
者
優
先
の
交
通
安
全
性
や
、
自
然
な
見
守
り

に
よ
る
安
心
感
は
、
生
活
者
に
と
っ
て
の
魅
力
と

な
り
う
る
。
ま
ち
な
か
立
地
に
お
け
る
経
済
性
も
、

住
宅
と
し
て
も
事
業
の
場
と
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
後
半
で
紹
介
す
る
路
地
再
生
事
例
は
、
こ

の
よ
う
な
路
地
の
特
質
を
巧
み
に
生
か
し
て
新
た

な
利
用
へ
と
繋
げ
て
い
る
と
言
え
る
。

３ 

路
地
の
制
度
的
取
り
扱
い

（
１
）
二
項
道
路
指
定
に
お
け
る
袋
路
の
除
外

京
都
市
は
京
町
家
の
保
全
・
継
承
の
た
め
の
多

様
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
路
地
に
対
し
て

も
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
、
袋
路

を
二
項
道
路
か
ら
除
外
し
て
き
た
点
が
、
他
都
市

に
は
見
ら
れ
な
い
取
り
扱
い
で
あ
る
。
二
項
道
路

は
周
知
の
通
り
、
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項
に

規
定
さ
れ
る
道
路
で
、
基
準
法
の
集
団
規
定
が
適

用
さ
れ
る
時
点
で
既
に
立
ち
並
び
の
あ
る
幅
員
４

m
未
満
の
道
を
道
路
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
二

項
道
路
を
指
定
す
る
１
９
５
０
年
12
月
８
日
付
の

京
都
府
告
示
第
８
２
０
号
に
は
既
に「
た
だ
し
、袋

路
を
除
く
。」
と
い
う
文
言
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

袋
路
の
み
に
面
す
る
敷
地
は
接
道
し
な
い
こ
と
に

な
る
が
、
幅
員
１
・
８
m
以
上
の
袋
路
の
場
合
は
、

基
準
法
第
43
条
の
旧
た
だ
し
書
き
規
定
に
よ
っ
て

一
定
の
手
続
き
の
も
と
に
許
可
が
行
わ
れ
て
き
た
。

袋
路
が
二
項
道
路
と
な
ら
な
い
こ
と
で
、
始
端
部

敷
地
に
敷
地
後
退
の
義
務
が
発
生
し
な
い
と
い
う

点
も
他
都
市
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

（
２
）�「
細
街
路
対
策
指
針
」
と

そ
の
後
の
施
策
展
開

大
量
に
存
在
す
る
細
街
路
に
対
し
て
対
策
が
不

十
分
で
あ
る
と
し
て
、
２
０
１
１
年
に
京
都
市
建

築
審
査
会
が
建
議
「
細
街
路
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
」
を
出
し
、
２
０
１
２
年
に
「
歴
史
都
市
京
都

に
お
け
る
密
集
市
街
地
対
策
等
の
取
組
方
針
」「
京

都
市
細
街
路
対
策
指
針
」
が
発
表
さ
れ
た
。
建
築

物
の
不
燃
化
や
密
集
市
街
地
の
解
消
と
い
う
全
国

的
に
目
指
さ
れ
る
都
市
防
災
の
方
向
性
に
対
し
て
、

特　集

森
重
幸
子

京都美術工芸大学工芸学部准教授

㈱設計組織アモルフ、建築設計
事務所主宰、京都大学研究員、
武庫川女子大学講師を経て現職

専門／建築計画、住宅計画、
　　　地域計画

もりしげ・さちこ

路
地
の
取
り
扱
い
と
近
年
の
動
き

～
路
地
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
無
限
の
可
能
性
～

表１　路地の肯定的な評価の整理
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密
集
取
組
方
針
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
歴
史
都
市
京
都
の
持
続
・
発

展
を
目
指
す
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
細
街

路
指
針
で
は
、
細
街
路
を
一
様
に
解
消
す
べ
き
も

の
と
は
せ
ず
、
避
難
安
全
性
の
向
上
と
建
物
更
新

の
円
滑
化
、
お
よ
び
京
都
ら
し
さ
の
維
持
・
再
生

を
基
本
と
し
、
個
々
の
細
街
路
の
特
性
に
応
じ
た

施
策
を
展
開
し
て
い
く
と
さ
れ
た
。
以
降
、
避
難

経
路
の
整
備
や
始
端
部
の
耐
震
・
防
火
改
修
助
成
、

「
袋
路
２
項
」「
３
項
道
路
」「
歴
史
的
細
街
路
」
な

ど
の
新
し
い
道
路
指
定
基
準
の
整
備
と
そ
れ
に
関

す
る
条
例
の
施
行
、
さ
ら
に
は
防
災
ま
ち
づ
く
り
、

み
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
な
ど
の
施
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
に
改
訂
さ
れ
た
密

集
取
組
方
針
で
は
「
修
復
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

さ
ら
に
具
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。

（
３
）
新
た
な
規
制
誘
導
手
法
の
整
備

具
体
的
な
路
地
再
生
の
制
度
手
法
と
し
て
、
連

担
建
築
物
設
計
制
度
と
、
第
43
条
第
２
項
第
２
号

許
可
が
あ
る
。
連
担
建
築
物
設
計
制
度
は
１
９
９

９
年
の
基
準
法
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
第
86

条
第
２
項
に
基
づ
く
認
定
制
度
で
、
複
数
の
建
築

物
の
敷
地
を
一
体
の
敷
地
と
み
な
し
た
総
合
的
な

設
計
を
認
め
る
も
の
で
、
個
別
に
は
接
道
条
件
を

満
た
さ
な
い
敷
地
で
も
区
画
全
体
と
し
て
接
道
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
建
築
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ

る
。京
都
市
で
は
こ
れ
を
袋
路
再
生
に
適
用
し
、協

調
的
な
建
て
替
え
を
行
う
場
合
は
袋
路
沿
い
の
敷

地
で
も
３
階
建
て
ま
で
可
能
と
し
て
、
同
年
に
取

扱
要
領
を
制
定
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
に
は
、

路
地
の
空
間
的
な
良
さ
や
町
並
み
を
活
か
し
た
路

地
再
生
を
想
定
し
、
２
階
建
て
以
下
で
複
数
方
向

へ
の
避
難
経
路
の
確
保
な
ど
を
前
提
と
し
た
認
定

要
件
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

43
条
許
可
は
旧
た
だ
し
書
き
許
可
が
２
０
１
８

年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
第
２
項
第
２
号
許

可
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
書
き
許
可

は
以
前
か
ら
長
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
許
可
基
準

が
徐
々
に
整
備
さ
れ
、
現
在
で
は
２
m
未
満
の
旗

竿
敷
地
や
ト
ン
ネ
ル
路
地
な
ど
に
も
対
応
す
る
と

と
も
に
、
路
地
単
位
の
整
備
計
画
に
よ
る
個
別
の

許
可
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

表２　路地に対する施策の流れ

表３　近年の路地再生事例の概要
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４ �
近
年
の
路
地
再
生
事
例
の 

多
様
性

近
年
、
路
地
単
位
で
行
わ
れ
る
興
味
深
い
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
が
い
く
つ
も
現
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
路
地
沿
い
の
個
々
の
家
屋
の
改
修
に
と

ど
ま
ら
ず
、
複
数
軒
の
一
体
的
な
改
修
や
路
地
空

間
全
体
の
改
修
、
用
途
変
更
な
ど
に
よ
り
路
地
全

体
の
再
生
を
図
る
も
の
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ

る
。

（
１
）
改
修
の
み
・
住
宅
利
用
の
み

事
例
１
、
２
、
８
は
、
複
数
軒
を
一
体
的
に
改

修
し
て
専
用
住
宅
と
し
て
賃
貸
す
る
事
例
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
路
地
沿
い
に
長
屋
建
て
の
京
町
家
が
建

つ
も
の
で
、
従
前
は
長
く
空
き
家
で
傷
み
が
激
し

い
状
態
で
あ
っ
た
り
、
個
々
に
異
な
る
改
修
が
重

ね
ら
れ
混
沌
と
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
り
し
た

の
に
対
し
て
、
住
戸
内
部
だ
け
で
な
く
外
観
も
含

め
て
全
体
的
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
町
家
の
骨
格
を
生
か
し
た
改
修
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
空
間
に
魅
力
を
感
じ
る
住
ま
い

手
に
よ
っ
て
住
み
継
が
れ
て
い
る
。

（
２
）
改
修
の
み
・
事
業
利
用
あ
り

事
例
３
、
４
、
５
、
９
は
、
路
地
沿
い
の
家
屋

を
改
修
し
住
宅
以
外
の
用
途
に
利
用
し
て
い
る
事

例
で
あ
る
。
従
前
か
ら
兼
用
住
宅
や
店
舗
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
家
屋
も
あ
り
、
再
生
後
は
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
宿
泊
、
飲
食
や
物
販
店

舗
な
ど
、
立
地
や
再
生
コ
ン
セ
プ
ト
に
応
じ
た
多

様
な
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
路
地
が
ア
プ
ロ
ー

チ
空
間
と
な
る
こ
と
で
独
特
の
魅
力
を
生
ん
で
い

る
。
ま
た
、
当
初
は
宿
泊
と
し
て
利
用
し
て
い
た

家
屋
が
現
在
は
賃
貸
住
宅
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
も
行
わ
れ
て

い
る
。

９
も
み
じ
の
小
路
２
期
で
は
、
従
前
に
専
用
住

宅
で
あ
っ
た
家
屋
を
店
舗
等
に
用
途
変
更
を
行
う

に
当
た
っ
て
、
隣
接
す
る
５
も
み
じ
の
小
路
１
期

の
範
囲
も
含
め
て
一
体
の
敷
地
と
し
、
連
担
建
築

物
設
計
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

（
３
）
新
築
あ
り
・
住
宅
利
用
の
み

事
例
６
と
12
は
、
条
件
の
厳
し
い
袋
路
奥
の
敷

地
に
専
用
住
宅
を
新
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
６
京

つ
む
木
は
、奥
行
き
が
約
70
ｍ
の
長
い
袋
路
で
、表

の
町
家
の
敷
地
も
含
め
て
連
担
建
築
物
設
計
制
度

を
利
用
し
て
い
る
。
伝
統
構
法
に
よ
る
４
軒
の
戸

建
住
宅
を
建
築
し
、
竹
小
舞
下
地
に
土
塗
壁
で
仕

上
げ
た
新
築
の
京
町
家
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。

12
中
堂
寺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
43
条
第
２
項
の

許
可
を
得
て
幅
員
１
・
８
m
未
満
の
袋
路
奥
で
の

新
築
を
検
討
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
隣
接
す
る

袋
路
へ
の
避
難
経
路
の
確
保
と
と
も
に
、
特
例
許

可
の
要
件
で
あ
る「
防
災
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画
」

の
策
定
の
準
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
新
築
あ
り
・
事
業
利
用
あ
り

事
例
７
、
10
、
11
は
、
新
築
も
含
め
た
住
宅
以

外
の
利
用
の
あ
る
事
例
で
あ
る
。
10
椿
通
は
、
袋

路
状
で
は
あ
る
が
避
難
通
路
が
あ
り
二
項
道
路
指

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
23
棟
の
既
存
家
屋
を

宿
泊
棟
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、

従
前
か
ら
駐
車
場
に
な
っ
て
い
た
袋
路
沿
い
の
一

部
の
敷
地
に
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
を
新
築
し
て
い
る
。

さ
ら
に
袋
路
の
終
端
に
あ
た
る
部
分
の
隣
接
す
る

土
地
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
棟
を
新
築
し
、
新
た
な
出

入
り
を
可
能
と
し
て
い
る
。

11
夢
見
辻
子
は
、
連
担
建
築
物
設
計
制
度
を
利

用
し
、
ト
ン
ネ
ル
路
地
奥
の
家
屋
４
軒
の
う
ち
１

軒
を
改
修
、
１
軒
を
大
規
模
修
繕
、
２
軒
を
建
て

替
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
築
す
る
１
軒
の
敷
地
が

別
の
二
項
道
路
に
接
し
て
い
た
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

路
地
状
に
し
袋
路
終
端
を
二
項
道
路
に
接
続
さ
せ

る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ナ
町
家
と
も
呼
ば
れ
る
事
例
７
は
、
他

事
例
と
は
異
色
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
駐
車
場

の
中
に
残
さ
れ
て
い
た
路
地
の
石
畳
と
地
蔵
祠
、

お
よ
び
３
軒
の
長
屋
を
覆
う
よ
う
な
形
で
鉄
骨
の

フ
レ
ー
ム
と
屋
根
が
設
け
ら
れ
、
事
務
所
や
店
舗

と
し
て
利
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
外
壁
の
な
い
建
築
で
あ
る
こ
の
鉄
骨
フ
レ
ー

ム
は
、
新
た
に
立
体
的
な
路
地
を
生
み
出
し
て
い

る
。

図１　路地再生事例の模式図
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５ �

路
地
再
生
を
可
能
と 

す
る
手
法

（
１
）
助
成
制
度
や
資
金
調
達
手
法
の
活
用

事
例
１
と
８
は
、
再
生
に
あ
た
っ
て
比
較
的
大

型
の
助
成
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
複
数
戸
ま
と

め
て
の
改
修
工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
た
め
、
助
成
制
度
は
路
地
再
生
を
促
進
す
る
上

で
有
効
な
施
策
で
あ
る
。
１
さ
ら
し
や
長
屋
で
は
、

助
成
制
度
の
利
用
と
の
関
係
か
ら
、
子
育
て
世
帯

の
入
居
に
対
す
る
家
賃
減
免
と
い
う
仕
組
み
を
独

自
に
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
点
も
含
め
て
理
解
の

あ
る
投
資
家
に
収
益
物
件
と
し
て
戸
別
に
売
却
さ

れ
て
い
る
。

４
西
陣
ろ
お
じ
は
、
２
０
０
０
年
の
借
地
借
家

法
改
正
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
定
期
借
家
方
式

に
家
賃
一
括
前
払
い
を
組
み
合
わ
せ
た
方
法
を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
サ
ブ
リ
ー
ス
を
前
提
と

し
、
設
定
し
た
定
期
借
家
期
間
の
全
額
ま
た
は
一

部
の
家
賃
を
一
括
で
前
払
い
す
る
も
の
で
、
改
修

路
の
所
有
者
の
多
額
の
資
金
調
達
の
負
担
を
緩
和

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
新
た
な
規
制
誘
導
手
法
の
活
用

事
例
６
、
９
、
11
で
連
担
建
築
物
設
計
制
度
が

活
用
さ
れ
て
お
り
、
事
例
12
で
は
43
条
の
特
例
許

可
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
制
度
手

法
の
整
備
に
よ
っ
て
再
生
が
可
能
と
な
っ
た
と
言

え
る
。
事
例
ご
と
に
細
か
な
検
討
が
行
わ
れ
、
火

災
を
早
期
覚
知
す
る
連
動
型
の
非
常
ベ
ル
の
設
置

や
、
新
築
は
も
ち
ろ
ん
既
存
建
築
物
の
防
火
性
能

の
向
上
、
関
係
者
の
避
難
訓
練
や
、
通
路
の
使
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
対

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）
専
門
家
の
組
織
的
な
関
与
と
情
報
共
有

い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
京
町
家
や
路
地

に
関
す
る
経
験
豊
富
な
専
門
家
が
関
与
し
て
再
生

に
当
た
っ
て
い
る
。
特
に
、
一
連
の
継
続
的
な
事

業
で
あ
る
２
あ
け
び
わ
路
地
、
５
・
９
も
み
じ
の

小
路
で
は
、
企
画
か
ら
設
計
、
工
事
実
施
、
賃
貸

先
の
決
定
ま
で
、
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
組
織
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ

て
い
る
。
筆
者
が
設
計
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関

与
し
た
８
な
か
に
わ
路
地
に
お
い
て
も
、
当
初
か

ら
所
有
者
の
相
談
に
の
っ
て
い
た
４
西
陣
ろ
お
じ

を
実
施
す
る
な
ど
豊
富
な
経
験
の
あ
る
不
動
産
事

業
者
か
ら
、
継
続
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
あ
け
び
わ
路
地
・
も
み
じ
の
小
路

の
所
有
者
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
機
会
を
設
け
た

こ
と
な
ど
も
、
所
有
者
が
大
が
か
り
な
再
生
事
業

の
実
施
を
決
断
す
る
後
押
し
と
な
っ
た
。

６ �

路
地
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る 

空
間
的
魅
力
の
創
造

古
い
建
築
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
築
と

は
ま
た
違
っ
た
魅
力
を
生
み
だ
す
も
の
と
し
て
広

く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
路
地
再
生

で
は
、
建
築
単
体
に
と
ど
ま
ら
ず
路
地
空
間
も
含

め
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
た
め
に
、
再
生

に
よ
る
空
間
的
魅
力
の
創
造
の
余
地
が
さ
ら
に
大

き
い
。
５
も
み
じ
の
小
路
や
、
10
椿
通
、
11
夢
見

辻
子
で
は
新
た
な
通
り
抜
け
の
通
路
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
避
難
安
全
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

意
外
性
や
空
間
的
な
魅
力
を
も
増
す
こ
と
が
で
き

る
。
複
数
の
路
地
や
、
町
家
の
通
り
庭
、
ト
ン
ネ

ル
路
地
と
い
っ
た
歴
史
的
市
街
地
に
存
在
す
る
要

素
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
白
紙
の
状
態
か
ら

新
規
に
描
か
れ
る
計
画
で
は
得
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
空
間
が
生
み
出
さ
れ
る
。
時
間
の
蓄
積
や
物
語

も
含
め
た
唯
一
無
二
の
場
所
を
、
新
た
な
価
値
と

と
も
に
将
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

７ �

お
わ
り
に 

～
路
地
の
魅
力
発
信

制
度
手
法
の
整
備
と
並
行
し
て
、
路
地
再
生
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
刊
や
、
路
地
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
１
月
に
行
わ
れ
た
「
路
地
tv 

２
０
２
１ 

from
 

西
陣
」
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

A
N

EW
A

L Gallery

、
京
都
市
、
お
よ
び
都
市
居

住
推
進
研
究
会
で
共
同
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。Y

ouT
ube Live

を
利
用
し
て
、
路
地
に
関

す
る
50
を
超
え
る
映
像
番
組
を
放
送
し
た
。
本
稿

で
紹
介
し
た
事
例
も
登
場
す
る
、
個
性
豊
か
な
番

組
の
数
々
が
現
在
も
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
で
視
聴

可
能
で
あ
る
。

路
地
の
持
つ
空
間
的
魅
力
と
と
も
に
、
路
地
再

生
の
手
法
の
整
備
が
進
み
魅
力
的
な
事
例
が
次
々

と
現
れ
て
い
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
、

次
の
事
例
へ
と
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
っ
た
各
事
例
の
関
係

者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
記
載

内
容
は
全
て
筆
者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。

●図版出典
写真１　大庭徹建築計画
写真２　𩵋谷繁礼建築研究所
写真３　筆者撮影
図　２　路地tv 2021 from西陣ホームページ

表１・表２・図１　筆者作成

図２　路地tv 2021 from 西陣　ロゴとサイトURL

写真１　五条坂なかにわ路地

写真３　もみじの小路の中庭 写真２　SHIKIAMI CONCONの路地の痕跡
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［
実
施
場
所
］

東
山
区
六
原
学
区

［
結
果
報
告
］

六
原
学
区
内
で
毎
年
行
わ
れ
る
防
災
の
啓
発
事

業
に
、
建
築
の
専
門
家
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
渦
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
建
築
士
会
か
ら

の
参
加
者
は
１
名
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
。

各
種
団
体
（
六
原
自
主
防
災
会
、
東
山
消
防
署
、

京
都
市
ま
ち
再
生
・
創
造
推
進
室
、
京
都
市
建
築

安
全
推
進
課
、
京
安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
、
京
都

市
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）
と
連
携
し
て

地
域
住
民
の
方
に
災
害
へ
の
備
え
や
建
物
な
ど
の

耐
震
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演

会
と
街
歩
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
例
年
よ
り
地
域
住
民
の
方
が

多
く
、
総
勢
24
名
で
し
た
。
今
回
の
講
習
会
で
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
以
下
C
B
塀
）
の

注
意
点
と
、
実
際
の
施
工
費
用
の
話
を
行
い
ま
し

た
。
街
歩
き
で
は
現
地
の
C
B
塀
を
見
な
が
ら
以

下
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

１　

塀
の
高
さ
が
２
・
２
m
以
下
か
。

２　

塀
の
厚
さ
は
10
㎝
以
上
か
。

　
　
（
２
ｍ
超
え
の
場
合
は
15
㎝
以
上
か
）

３　

控
え
壁
が
あ
る
か
。

　
　
（
塀
の
高
さ
１
・
２
ｍ
以
上
の
場
合
）

４　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か
。

５　

塀
は
健
全
か
。

６　

塀
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い
る
か
。

７　

基
礎
の
根
入
れ
深
さ
は
30
㎝
以
上
か
。　
　

　
　
（
塀
の
高
さ
１
・
２
ｍ
以
上
の
場
合
）

街
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
C
B
塀
が
あ
り
、
そ
の

中
に
は
地
震
の
際
に
危
険
を
感
じ
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
C
B
塀
の
存
在
を
地
域
の

方
々
が
再
認
識
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
有
益
な
街

歩
き
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

［
実
施
場
所
］

福
田
美
術
館
、嵯
峨
嵐
山
文
華
館
、嵐
山
界
わ
い

［
結
果
報
告
］

私
た
ち
は
混
雑
を
避
け
な
が
ら
住
宅
街
も
含
め
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
な
っ
た
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
場
所
に
案
内
い
た
だ
き
、
学
習
を
深
め

ま
し
た
。
嵐
山
で
景
観
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
１
１
年
の

こ
と
。
こ
の
年
の
夏
に
は
台
風
に
よ
る
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
開
発

圧
力
、
防
災
と
一
気
に
押
し
寄
せ
た
地
域
の
問
題

に
、
既
存
の
制
度
で
は
御
し
き
れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
、
学
習
会
、
検
討
会
、
地
域
と

行
為
者
と
の
協
議
、
地
域
の
力
の
向
上
に
よ
る
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
、
２
０
２
０
年
８
月
に
は
、

筧
下
隆
司

冨
山
育
子

六
原
ま
ち
づ
く
り
支
援
活
動 

六
原
学
区
地
域
ロ
ー
ラ
ー

福
田
美
術
館
＋
嵯
峨
嵐
山
文
華
館
・
嵯
峨
嵐
山
の
景
観
ま
ち
づ
く
り 

見
学
会

青
年
部
会 

地
域
実
践
活
動
担
当
会

女
性
部
会

SunSun

11/811/22
20202020
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嵐
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
京
都
市
の
制
度
に
よ

り
地
域
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
認
定
さ
れ
、

10
月
１
日
に
景
観
づ
く
り
計
画
書
が
ま
と
ま
り
、

地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
講
師
の
N
P
O
法
人
京
都
景
観
フ
ォ
ー

ラ
ム
理
事
の
森
川
宏
剛
氏
を
は
じ
め
と
し
た
専
門

家
集
団
が
、
地
域
の
方
々
に
建
築
か
つ
都
市
計
画

の
専
門
家
と
し
て
知
識
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

開
発
者
と
の
直
接
の
協
議
の
際
の
技
術
的
支
援
、

課
題
の
抽
出
か
ら
目
標
づ
く
り
、
最
終
的
に
は
制

度
設
計
の
支
援
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
田
美
術
館
と
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
M
U
N
I　

K
Y
O
T
O
は
、
建
築
主
は
A
Y
J
、
設
計
は
東

京
工
業
大
学
教
授
安
田
幸
一
氏
、
施
工
は
戸
田
建

設
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
の
際
に
は
、
京

都
市
の
審
議
会
に
よ
る
景
観
の
指
導
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
も
協
議
を
さ
れ
ま
し
た
。
森
川
氏
は
専
門

家
と
し
て
の
普
遍
性
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
側
の

知
識
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
見
学
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
建
築
士

が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
を
行
う
際
に
必
要
な

専
門
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
、
指
導
力
、
交
渉
力
と
多
面
的
な
ス
キ
ル

を
培
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
習
し
、
今
後
の
活

動
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
ま
し
た
。

I n f o r m a t i o n

　この証明書は偽造防止等の対策を講じたもので、
建築士事務所に掲示するものとして相応しい建築士
登録証明書となっております。
　ご希望の際は、下記をご確認のうえお手続きくだ
さい。

●必要書類
　（1）	証明願（和文）
　（2）	一級建築士免許証（免許証明書）の写し
　（3）	本人確認ができる公的な身分証明書（写し）
　（4）	郵送申込：
	 発行手数料1,780 円に、
	 返信用レターパック代520円を加算した
	 2,300円分の定額小為替を同封して下さい。
●申請先：〒108-0014　
　　　　　東京都港区芝5-26-20  建築会館5F
　　　　　（公社）日本建築士会連合会  登録部

※郵送期間を含め約1週間かかりますので余裕を
　もってご依頼ください。

「免状型」
一級建築士登録証明書

（事務所等掲示用）の
発行について
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（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

会
長　

髙
田
光
雄

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
年
連
続
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
新
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ス
ク
管
理
を
し

な
が
ら
建
築
士
会
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
京

都
で
の
建
築
士
会
全
国
大
会
の
後
、「
木
の
文
化

を
育
む
建
築
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
定
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
は
、
こ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、「
文
化
的
持
続
可
能
性
を
含

め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
活
動
の
推
進
」
と
再
定
義
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
は
、
住
宅
月

間
中
央
イ
ベ
ン
ト
が
京
都
の
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
建
築
士
会
は
木
の
テ
ン
ト
を
展

示
す
る
と
共
に
、
事
務
局
と
し
て
各
団
体
の
活
動

展
示
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
会
副
部
長　

松
本　

匠

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
青
年
部
会

も
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中

で
、
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

２
月
に
は
国
際
会
議
場
の
部
屋
を
お
借
り
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
、
講
師
の
方
の
ラ
イ
ブ
配
信

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都
建
築
賞

の
受
賞
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
受
賞
建
物
を
お

借
り
し
受
賞
者
の
ス
タ
ジ
オ
ト
ー
ク
を
ラ
イ
ブ
配

信
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
、
伏
見
区
の
京
都
市
南
部
ク
リ

ー
セ
ン
タ
ー
見
学
と
「
さ
す
て
な
京
都
」
に
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
に
は
「
欠
陥
住
宅　

京
都
ネ
ッ
ト
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
意
見
交
換
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
部
長　

冨
山
育
子

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
女
性
部
会

も
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
工
夫
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連

続
講
座
と
し
て
、
現
地
の
探
訪
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
講
座
な
ど
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
京
都
の
手
仕
事
体
験
「
竹
の
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
」「
陶
器
の
金
継
ぎ
」
の
時
間
も
設
け
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

【
髙
田
】
京
都
府
建
築
士
会
は
、
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
「
文
化
的
持
続
可
能
性
を
含
め
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
＋
活
動
」
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
建
築
の

分
野
に
お
い
て
、「
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的

持
続
可
能
性
と
文
化
的
持
続
可
能
性
」
を
同
時
に

追
求
す
る
事
が
、
建
築
士
会
の
使
命
で
す
。
と
り

わ
け
京
都
の
建
築
関
連
事
業
に
お
け
る
「
環
境
保

全
と
文
化
継
承
の
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」
を
支
援
す

る
活
動
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
見
対
立

す
る
目
標
を
同
時
に
実
現
す
る
事
は
建
築
技
術
の

本
質
に
通
じ
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
「
新
欧
州
バ

ウ
ハ
ウ
ス
」
と
言
う
活
動
も
、
環
境
技
術
面
だ
け

で
は
な
く
、
芸
術
・
文
化
面
を
重
視
し
て
環
境
保

全
を
進
め
る
考
え
方
で
す
。
京
都
で
も
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

昨
今
、「
人
新
生
」
と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
類
の
経
済
活
動
が
地
球
環
境
を
破

壊
し
て
き
た
時
期
を
、
地
質
年
代
の
一
期
間
と
し

て
捉
え
る
考
え
方
で
す
。
一
方
、
環
境
問
題
が
深

刻
化
す
る
な
か
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
な
ど
無
意
味
だ

と
い
う
主
張
も
で
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
り
本

質
的
な
対
応
に
向
か
う
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
が
必
要
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
京

都
府
建
築
士
会
で
は
、
建
築
士
の
能
力
を
最
大
限

発
揮
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
活
動
を
進
め
て
い
く
事
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
、
京
都
府
建
築
士
会
は
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
70
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
建

築
の
未
来
を
展
望
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

vol.

06
令
和
４
年 

新
春
特
別
放
送

（
注
）�「
S
D
G
s
＋
」「
新
欧
州
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」「
人

新
生
」
に
つ
い
て
は
、『
京
都
だ
よ
り
』
１
月

号
「
新
年
挨
拶
／
文
化
的
持
続
可
能
性
を
含

め
た
S
D
G
s
＋
活
動
の
推
進
」
お
よ
び
『
京

都
だ
よ
り
』
３
月
号
「
建
築
つ
れ
づ
れ
草
／

人
新
生
時
代
の
建
築
と
文
化
的
持
続
可
能
性
」

の
髙
田
会
長
の
文
章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

番組制作：（一社）京都府建築士会

この番組は・・・

企画制作
まちづくり委員会・放送担当部会

18年間お送りしてきたFMラジ
オ番組から、動画配信に形を変え
て配信していきます。
ひきつづき、京都で活躍されてい
る方をゲストにお迎えし、『その人
を通して京都の文化、京都の暮ら
しを知り、京都のまちを考えてい
きたい。人と人の出会い、つながり
を大切にし、まちづくりを応援し
たい。』という願いを込めて作って
まいります。

https://w
w
w
.youtube.com

/channel/U
C
H
hblsnFlXC

D
lO
jU
ErH
Jw
H
A

　青年部会副部長／松本 匠　　会長／髙田光雄　　女性部会部長／冨山育子
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東
海
道
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り　
第
６
回

vol.

07

Y
ouT
ube

放
送
「
東
海
道
で
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り vol.05

」
で
お
伝
え
し
て
い
た
「
東
海
道

統
一
案
内
看
板
」
が
土
山
と
膳
所
で
出
来
上
が
り
、

そ
の
寄
贈
式
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

と　

き
／
２
０
２
１
年
11
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ
／
甲
賀
市
土
山　

東
海
道
天
馬
館
前
広
場

京
都
府
建
築
士
会
か
ら
の
参
加
者
／

　
　
　
　

伏
木
、
江
坂
、
渡
邉
、
松
田

私
た
ち
が
会
場
と
な
る
広
場
に
着
い
た
時
に
は

す
で
に
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
土
山
の
東
海

道
へ
の
関
心
度
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

寄
贈
式
は
、
甲
賀
市
長
、
前
回
放
送
に
ご
出
演

い
た
だ
い
た
滋
賀
県
建
築
士
会
の
木
村
さ
ん
、
土

山
学
区
自
治
振
興
会
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ
に
は
じ

ま
り
、
看
板
制
作
に
携
わ
っ
た
土
山
小
学
校
６
年

生
か
ら
東
海
道
統
一
案
内
看
板
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
１
）

寄
贈
式
の
あ
と
は
、
歴
史
的
建
造
物
等
を
巡
る

ま
ち
あ
る
き
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
と
き
お
り
青
空
が
覗
く
も
の
の

霙
ま
じ
り
の
雨
が
降
る
寒
い
１
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
の
皆
さ
ん
や
小
学
校
の
生
徒
た
ち
と
の
あ

た
た
か
な
ふ
れ
あ
い
と
共
に
、
穏
や
か
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

甲
賀
市
土
山
は
滋
賀
県
の
東
の
端
に
位
置
し
、

Ｊ
Ｒ
の
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
京
都
か
ら
約

１
時
間
45
分
、
車
で
は
新
名
神
の
甲
賀
土
山
Ｉ
Ｃ

か
ら
す
ぐ
で
す
。
少
し
寒
さ
が
緩
ん
だ
ら
、
ま
た

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
散
策
し
た
い
と
思
わ
せ
る

東
海
道
の
土
山
宿
で
し
た
。（
写
真
２
）

と　

き
／
２
０
２
１
年
12
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ
／
大
津
市
中な

か

庄し
ょ
う　

膳
所
小
学
校

京
都
府
建
築
士
会
か
ら
の
参
加
者
／

　
　
　
　

伏
木
、
西
田
、
冨
山
、
田
中

膳
所
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の
生
徒
さ

ん
の
熱
心
な
リ
ハ
ー
サ
ル
中
に
、
私
た
ち
は
会
場

の
膳
所
小
学
校
体
育
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
寄
贈

式
は
、
大
津
市
長
、
膳
所
小
学
校
長
、
滋
賀
建
築

士
会
の
山
本
副
会
長
、
京
都
府
建
築
士
会
か
ら
は

西
田
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
膳
所

小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、

５
種
類
の
看
板
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に
よ
る
記
念
演
奏

「W
e Got T

he Beat

」
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
十
分
な
練
習
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
と
い

う
も
の
の
、
な
か
な
か
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。

（
写
真
３
）

寄
贈
式
の
あ
と
は
、
青
空
の
も
と
大
津
市
の
歴

史
的
建
造
物
等
を
巡
る
東
海
道
ま
ち
あ
る
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
大
津
中
庄
の
篠し

の

津づ

神
社
を

拝
見
。
続
い
て
蘆ろ

花か

浅せ
ん

水す
い

荘そ
う

を
訪
問
し
ま
し
た
。

現
地
は
、
京
阪
電
鉄
／
石
山
坂
本
線
「
瓦
ヶ
浜
」

下
車
徒
歩
５
分
、
ま
た
車
で
は
名
神
大
津
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
15
分
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ア
ク
セ
ス
に
も

便
利
な
と
こ
ろ
で
、
再
訪
し
た
く
な
る
魅
力
的
な

建
物
で
し
た
。（

文
責
／
松
田
容
子
、
田
中
州
吾
）

井
厚
二
・
八
木
邸
（
枚
方
市
）
見
学
+
京
都
か
ら

大
阪
ま
で
の
京
街
道
の
枚
方
宿
の
探
訪
」
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
歴
史
と
文
化
に
注
力
し
て
い

き
ま
す
。
広
く
建
築
士
会
会
員
以
外
の
一
般
の
方

も
参
加
で
き
る
「
京
都
の
手
仕
事
」
の
時
間
等
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
力
の
増
強
と
会
員
拡

大
（
増
強
）
に
取
り
組
み
ま
す
。「
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
復
活
し
、
子
育
て
や
介
護

で
多
忙
な
方
も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
工
夫
を
重

ね
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
が

重
な
り
ま
す
。
全
国
の
建
築
士
会
の
皆
様
を
は
じ

め
、
様
々
な
分
野
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

環
境
の
持
続
可
能
性
と
、
京
都
な
ら
で
は
の
文
化

の
融
合
か
ら
到
達
す
る
高
い
気
持
ち
を
目
指
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
志
は
高
く
、
垣
根
は
低
く
、
ク

レ
バ
ー
で
面
白
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
メ
ン
バ
ー
拡
大
（
増
強
）
を
含
め
た
組
織
強
化

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

11
月
に
は
、
近
畿
建
築
祭
が
京
都
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
青
年
部
会
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
冨
山
】
女
性
部
会
は
、
環
境
も
文
化
も
含
め
た

京
都
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
事

業
を
進
め
ま
す
。「
大
江
能
楽
堂
見
学
会
」
や
「
藤

【
松
本
】
青
年
部
会
は
、
４
月
ま
で
各
種
の
多
数

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

２
月
、
建
築
家
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
２
永
山
裕
子

後
援
会
「
建
築
と
い
う
き
っ
か
け
」。
株
式
会
社

C
otoha

さ
ん
か
ら
学
ぶ
「
イ
ン
ド
ア
グ
リ
ー
ン

と
建
築
」
講
演
会
。

４
月
、
徳
島
･
鳴
門
･
淡
路
の
建
築
を
巡
る
旅

（
研
修
旅
行
）。
６
月
に
は
、
新
青
年
部
会
部
長
が

選
ば
れ
ま
す
。
若
手
の
建
築
士
の
育
成
、
青
年
部

写真２　土山宿のまちなみ

写真１　寄贈式後の記念撮影

写真３　膳所小学校ブラスバンドクラブ
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２
０
２
２
年
１
月
、
た
ま
た
ま
知
り
合
い
に
な

っ
た
方
か
ら
自
宅
で
の
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
に
お
招

き
頂
い
た
。
そ
こ
は
私
の
自
宅
か
ら
歩
い
て
３
分

程
の
所
。
元
々
空
き
家
だ
っ
た
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
て
昨
年
移
住
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

こ
こ
ま
で
は
よ
く
あ
る
移
住
者
と
の
交
流
話
で

は
あ
る
が
、
特
殊
な
の
は
移
住
さ
れ
た
場
所
と
移

住
さ
れ
た
人
で
す
。
そ
の
人
は
パ
リ
で
活
躍
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
河
原
シ
ン
ス
ケ
氏
。
河
原
さ
ん
は
エ

ル
メ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
手
掛
け
る
な
ど
忙
し
い

日
々
を
送
り
な
が
ら
日
本
に
帰
っ
て
き
た
時
に
は

東
京
で
は
な
い
場
所
で
過
ご
し
た
い
と
日
本
で
の

拠
点
を
探
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
日
本
海
側
の
様
々
な

場
所
を
回
っ
た
中
、
訪
れ
た
天
橋
立
溝
尻
の
舟
屋

に
惚
れ
込
み
移
住
を
決
断
。
世
界
中
を
旅
す
る
彼

が
惚
れ
込
ん
だ
の
は
海
と
の
一
体
感
。
そ
し
て
日

本
の
漁
村
の
原
風
景
。
そ
れ
こ
そ
が
舟
屋
集
落
の

最
大
の
特
徴
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

舟
屋
の
風
景
と
い
う
と
伊
根
の
舟
屋
が
有
名
で

す
が
実
は
天
橋
立
に
も
舟
屋
の
集
落
が
残
っ
て
い

る
の
で
す
。
伊
根
の
舟
屋
ほ
ど
立
派
で
は
な
い
が
、

海
と
一
体
と
な
っ
て
生
活
し
て
き
た
暮
ら
し
そ
の

も
の
を
反
映
し
た
風
景
は
大
変
味
わ
い
深
い
も
の

で
、
平
成
29
年
に
は
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
舟
屋
集
落
の
最
大
の
特
徴

は
景
観
。
天
橋
立
の
内
湾
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

舟
屋
の
目
の
前
に
広
が
る
の
は
天
橋
立
の
松
並
木

の
景
色
で
す
。
薄
暗
い
舟
屋
は
あ
る
意
味
モ
ノ
ク

ロ
の
世
界
。
そ
の
先
に
見
え
る
の
は
鮮
や
か
な
海

と
天
橋
立
の
カ
ラ
ー
の
世
界
。
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
私
の
一
番
好
き
な
風
景
で
す
。

そ
ん
な
私
の
大
好
き
な
風
景
を
紹
介
す
る
機
会

を
得
た
の
が
一
昨
年
の
秋
、
ブ
ラ
タ
モ
リ
へ
の
出

演
で
し
た
。
海
が
好
き
な
タ
モ
リ
さ
ん
も
「
こ
ん

な
所
で
酒
で
も
飲
め
た
ら
最
高
だ
よ
ね
ー
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、
そ
の
最
高
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
毎

日
味
わ
え
る
幸
せ
を
感
じ
つ
つ
、
こ
の
風
景
を
守

り
な
が
ら
魅
力
を
高
め
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
河
原
さ
ん
に
ブ
ラ
タ
モ
リ
の
話
を
し
た

と
こ
ろ
「
そ
う
い
え
ば
タ
モ
リ
さ
ん
か
ら
聞
い
た

よ
」
と
。
な
ん
と
お
二
人
は
元
々
か
ら
知
り
合
い

だ
っ
た
よ
う
で
、
も
し
か
し
た
ら
河
原
さ
ん
の
お

宅
で
本
当
に
タ
モ
リ
さ
ん
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
す

こ
と
も
今
後
あ
り
得
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

是
非
皆
さ
ん
も
こ
の
風
景
を
覗
き
に
き
ま
せ
ん

か
？ 

タ
モ
リ
さ
ん
と
同
じ
コ
ー
ス
で
ご
案
内
し

ま
す
。

宮
津
支
部　

井
上
真
哉

輝
き
始
め
た
も
う
一
つ
の
舟
屋
集
落

宮
津
支
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
困
っ
た
こ
と
と
い

え
ば
、
休
み
の
日
に
通
っ
て
い
る
お
茶
の
稽
古

が
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
免
状
も

最
終
段
階
に
入
り
、
余
生
の
楽
し
み
の
た
め
、

今
年
か
ら
本
腰
を
い
れ
て
稽
古
を
し
よ
う
と
思

っ
た
矢
先
に
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
で
ま
た
中
止
。
茶

道
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
と
ご
と
く
中
止
で
、

不
要
不
急
の
習
い
事
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
日

が
あ
い
て
し
ま
う
と
、
果
た
し
て
再
開
時
に
は

ど
れ
だ
け
、
体
が
覚
え
て
い
る
の
か
不
安
に
思

い
ま
す
。

仕
事
だ
け
の
毎
日
で
、
人
と
も
会
食
す
る
機

会
も
め
っ
き
り
と
減
り
、
そ
ん
な
生
活
も
さ
ほ

ど
支
障
は
無
い
な
と
思
う
一
方
、
人
と
の
繋
が

り
の
希
薄
化
に
慣
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
不
安

を
感
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
高
止
ま
り

で
、
ま
ん
え
ん
防
止
が
延
長
に
な
り
そ
れ
も
不

安
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
早
々
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
て
、
そ

れ
も
不
安
。
私
は
い
た
っ
て
健
康
で
元
気
で
す

が
、
世
の
中
の
雰
囲
気
が
悪
く
て
し
ょ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
明
る
い
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。
以
前
勤
め
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が

女
の
子
を
出
産
し
、
今
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
５
月

に
第
二
子
を
出
産
し
ま
す
。
実
家
の
父
が
バ
ジ

ル
を
植
え
た
と
か
、
知
人
の
お
子
さ
ん
が
高
校

を
合
格
し
た
と
か
、
小
さ
な
吉
報
を
も
ら
う
と

少
し
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。
な
ん
て
こ
と
の
な
い

春
ら
し
い
話
題
に
、
少
し
で
も
明
る
い
兆
し
を

感
じ
た
い
な
と
思
う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【茶の本】

　日本の美の心を茶道の美意識から説き起こし
て、世界に衝撃を与えた名著の初のビジュアル
ブック化。大川裕弘氏の美しい写真と共に、そ
の世界観が味わえます。

支
部
だ
よ
り

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN：	12:00～18:30 水曜日定休（土・日・祝日は11:00～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

著者：岡倉天心
訳者：村岡 博　
写真：大川裕弘　
発行：パイインターナショナル
定価：2,000円（税別）

─
天
橋
立
溝
尻
の
舟
屋
─

天橋立の景観

溝尻の舟屋集落

溝尻の舟屋内部

溝尻の舟屋集落

河原さんの自邸

元画像リンク
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昨今、宇宙関連開発が活発でもあ
る。株式会社ZOZOの創業者である前
澤友作氏も少し前に、国際宇宙ステー
ションに12日間滞在、無事の帰還を果
たした。宇宙では、一般から応募した
100種のアイデア（風船をふくらませ
る等）を試したそうである。米国のイ
ノベイター、イーロン・マスク氏は電
気自動車開発で著名なテスラの共同
創設者・CEOであるが、宇宙開発会社、
スペースXも率いる。火星への移住の
可能性を真剣に模索しているが、月へ
の旅行も企画済み。前出の前澤氏は、
その最初の一般人となる予定である。

先日、民放テレビで、宇宙エレベー
タ（以下：宇宙EV）に関する紹介が、
面白おかしく採りあげられていた。お
笑いタレントのサンドウィッチマン
の二人が、24歳のベンチャー企業社長
の、重力に対する発射の推進力を試す
実験を確認するという企画であった。
宇宙飛行士の野口聡一さんも参加さ
れており、宇宙EVの実現の可能性は、
0.03%程と判定されておられた。

宇宙EVは大林組が開発を進めてい
るプロジェクトともされ、2050年の実
用化を目指す。カーボンナノチューブ
の新規素材の利用が大きな決め手と
もなるが、約10万kmも宇宙から地上
に垂らす事になるという。その様な壮
大な構想が本当に可能だろうか。日本
や世界の未来のためにも、有益であれ
ば、その実現に邁進もしてもらいたい
と思う。� （加藤正浩）

表
紙
の
こ
と
ば

御
室
桜

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　

林　

伸
昭

表
紙
の
こ
と
ば

仁
和
寺
は
応
仁
の
乱
で
伽
藍
が
全
焼
し
、
本
尊

と
共
に
双
ヶ
丘
の
西
麓
に
あ
る
西
方
寺
へ
寺
基
を

移
し
て
い
る
。『
仁
和
寺
御
伝
』
に
よ
る
と
、
１

６
３
４
（
寛
永
11
）
年
仁
和
寺
第
21
世
覚
深
法
親

王
は
上
洛
し
て
い
た
将
軍
徳
川
家
光
に
仁
和
寺
の

再
興
を
申
し
入
れ
、
幕
府
の
支
援
を
得
て
伽
藍
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま
た
寛
永
年
間（
１

６
２
４
～
１
６
４
５
）
の
御
所
の
建
替
え
に
伴
い
、

紫
宸
殿
、
清
涼
殿
、
常
御
殿
な
ど
が
下
賜
さ
れ
た
。

「
御
室
桜
」
は
、
こ
の
時
期
に
中
門
内
の
西
側
一

帯
に
植
え
ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
樹
齢
は
３
６
０

年
を
超
え
る
。

遅
咲
き
で
、
背
丈
の
低
い
の
が
特
徴
で
、
近
年

ま
で
は
桜
の
下
に
硬
い
岩
盤
が
あ
る
た
め
、
根
を

地
中
深
く
延
ば
せ
な
い
の
で
背
丈
が
低
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
調
査
で
、
岩
盤
で

は
な
く
粘
土
質
の
土
壌
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。

た
だ
粘
土
質
で
あ
っ
て
も
土
中
に
酸
素
や
栄
養
分

が
少
な
く
、
桜
が
根
を
の
ば
せ
な
い
要
因
の
一
つ

に
な
っ
て
は
い
る
よ
う
だ
。

桜
の
中
に
は
「
御
室
桜
」
と
い
う
品
種
は
な
く
、

広
義
に
は
、
仁
和
寺
に
植
え
ら
れ
て
い
る
サ
ト
ザ

ク
ラ
の
総
称
で
、
御
室
有
明
、
車
返
し
、
御
衣
黄

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
大
半
を
占
め
る
の
が
「
御
室

有
明
」
で
狭
義
に
は
こ
の
桜
を
言
う
。
大
島
桜
と

山
桜
の
系
統
で
、
も
と
も
と
は
八
重
桜
で
あ
っ
た

が
、
一
重
、
八
重
、
半
八
重
が
入
り
混
じ
っ
て
開

花
す
る
の
も
特
徴
で
あ
る
が
、
近
年
は
一
重
の
花

が
目
立
つ
と
い
う
。

ス
ケ
ッ
チ
は
昨
年
、
い
つ
も
よ
り
は
ず
っ
と
早

く
満
開
を
迎
え
た
御
室
桜
を
見
に
行
っ
た
折
の
写

真
か
ら
起
こ
し
て
み
た
。
桜
越
し
に
五
重
塔
が
見

え
る
の
は
、
い
か
に
も
定
番
で
は
あ
る
が
、
地
を

這
う
よ
う
に
咲
く
桜
が
印
象
的
で
あ
る
。

発
行
人
●
髙
田
光
雄
　 

編
集
委
員
長
●
橋
本
光
生
　
編
集
委
員
●
加
藤
正
浩
／
黒
木
要
州
／
後
藤
幸
秀
／
竹
山
奈
乙
雪
／
徳
光
都
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会費納入方法の変更について
（一社）京都府建築士会

このたび、会費納入におけるさらなる会員サービスの向上・業務効率化を目指し、会費納入方法について、 
「日本システム収納株式会社」を利用した新たな「口座振替方式」制度を導入しました。

①　これまで、口座振替の取扱金融機関が限られていましたが、ゆうちょ銀行やＪＡバンク、さらには新生銀
　　行・ソニー銀行・楽天銀行など、約1200の金融機関のご利用が可能です。
②　口座振替手数料は、本会が負担いたします。
　　※現在、口座振替をご利用でない方も、この機会に是非お手続きください。
　　※福知山支部、舞鶴支部、丹後支部の会員様におかれましては、今まで通り支部で徴収いたします。

　詳細は当会ホームページをご覧ください。
①　2021年5月に、新制度のご案内、『口座振替依頼書』他一式を、郵便にて発送完了しております。
　　※現在、口座振替をご利用の方も再度（新）制度用の『口座振替依頼書』の提出をお願いします。
　　※『インターネット口座振替受付サービス』もご利用いただけます。
②　依頼書をご提出、またはネットでお手続きいただいた方から、随時、口座振替の手続きをいたします。
　　（手続きが完了するまでは、従来のお支払い方法にてご案内いたします。）
③　手続き完了の後、振替予定日（7月・12月の22日／金融機関休業日の場合は翌営業日）の3日前までに
　　『口座振替ご案内はがき』をお送りします。
　　※従来の請求書の代わりとさせていただきます。

新制度のポイント

新制度への移行の流れ



～ご利用をお待ちしております～
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¡京都府知事指定 民間確認検査機関 ¡近畿地方整備局長登録 住宅性能評価機関
¡近畿地方整備局長登録 登録建築物エネルギー消費性能判定機関
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募　　集

「京都だより」作品紹介ギャラリー
あなたの作品を広く紙面で紹介してみませんか？

本会では会誌「京都だより」に、会員の作品紹介ページを設けています。
建築、インテリア、ランドスケープなど、みなさまの個性あふれる作品をお待ちしております。

●募集対象は（一社）京都府建築士会会員が設計もしく
は施工に携わったものとします。

●掲載料は無料ですが、広報編集委員会にて選考の上、
掲載させていただきます。応募作品多数の場合等は、
掲載できないこともありますのでご了承下さい。

●写真の撮影者名は必ず付記願います。写真に著作権等
が生ずる場合は、応募者にて対応願います。

●掲載頁数は原則として 1頁とします。

●建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を
お願いすることがあります。

●作品の掲載順及び紙面レイアウトを含む全体の構成は
広報編集委員会にて担当します。

●概要及び説明文はメールで送付願います。

掲載に関して

●写　真／外観、内観等 3、4枚。
画像解像度400 dpi以上推奨。
デジカメ撮影の場合は1メガバイト以上を目安。
プリントの場合は2Lサイズ程度。

●概　要／作品名称、所在地、建築主、
設計者、施工者、用途、工期、
建築面積、延床面積、構造規模。

●説明文／作品に関する考え方を400字以内にまとめて
ください。

●設計図書／選考用として平面、立面、断面、その他。

提出資料

原稿期日及び送付先

●期　日／毎月25日
●送付先／（一社）京都府建築士会事務局

「京都だより 作品紹介」係


